
草津栗東行政事務組合議会議員の議員報酬および費用弁償等に関する条例 

令和４年１０月１日 

条例第２２号 

（趣旨） 

第１条 この条例は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２０３条第４項の規定に基づ

き、議会の議員に対して支給する議員報酬および費用弁償の額ならびにその支給方法に関し、

必要な事項を定める。 

（議員報酬） 

第２条 議員報酬の額は、別表のとおりとする。 

（議員報酬の支給方法） 

第３条 新たに議長、副議長または議員（以下これらを「議員等」という。）となった者には、

その日から議員報酬を支給し、議員報酬の額に異動を生じた者には、その日から新たに定めら

れた額の議員報酬を支給する。 

２ 議員等が任期満了、失職、退職、死亡等のため、その職を離れたときは、その日まで議員報

酬を支給する。 

３ 議員報酬の支給日は、毎月２１日とする。ただし、その日が祝日法による休日(草津栗東行政

事務組合職員の勤務時間、休暇等に関する条例（令和４年草津栗東行政事務組合条例第１９号)

第１１条に規定する祝日法による休日をいう。以下同じ。）、日曜日または土曜日に当たると

きは、その日前においてその日に最も近い祝日法による休日、日曜日または土曜日でない日を

支給定日とする。 

（日割計算） 

第４条 前条の規定により議員報酬を支給する場合であって、その月の初日から支給するとき以

外のとき、またはその月の末日まで支給するとき以外のときは、その議員報酬の額は、その月

の現日数を基礎として日割によって計算する。この場合において、１円未満の端数があるとき

は、これを切り捨てる。 

（費用弁償） 

第５条 議員等が公務のため旅行したときは、費用弁償として草津栗東行政事務組合職員等の旅

費に関する条例（令和４年草津栗東行政事務組合条例第２５号）に規定する管理者等の例によ

り算出した額の旅費を支給する。 

２ 旅費の支給方法は、旅費条例に規定する旅費の支給の例による。 

付 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

付 則（令和８年２月１３日条例第１号）抄 

（施行期日） 



１ この条例は、令和８年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の草津栗東行政事務組合議会議員の議員報酬および費用弁償等に関する条例および草

津栗東行政事務組合職員等の旅費に関する条例の規定は、この条例の施行の日以後に出発する

旅行から適用し、同日前に出発した旅行については、なお従前の例による。 

別表（第２条関係） 

区分 議員報酬 

議 長 月 額 ５，０００円 

副 議 長 月 額 ４，５００円 

議 員 月 額 ４，０００円 

 


